
Windows 11　ML1 mini2 ドライバ　インストール前の準備

Windows スタートを左クリックします。

右上の　すべてのアプリ　を左クリックします。



下にスクロールして Windowsツール　を左クリックします。



一覧にある　コマンドプロンプト　を右クリックします。　管理者として実行します。

この画面が表示された場合は、　はい　で進みます。



コマンド プロンプトで、次のように入力します。　shutdown /r /o /f /t 00　と入力し、

Enter　キーを押します。

コンピューターが再起動して、　オプションの選択（全画面ブルー表示）画面が表示されます。

トラブルシューティング　をクリックします。



トラブルシューティング　画面が表示されます。

詳細オプション　をクリックします。

詳細オプション　画面が表示されます。

スタートアップ設定　をクリックします。



スタートアップ設定　画面が表示されます。

右下の　再起動　をクリックします。

再起動後に、スタートアップ設定のメニューが表示されます。

※ここでは、マウス操作はできません。直接数字入力を行います。

７．ドライバー署名の強制を無効にする　を選択するため、キーボードの数字「７」を入力してください。

この操作で、ドライバの署名を無効にした状態でWindows11が起動します。










